
市川三郷町ふるさと夏まつり
第29回神明の花火大会の実績
■�大会テーマ 世界に届け「神明花火」～平和への祈り～
■�花火協賛金 50,369,400 円（189 社） 
　※町からの花火打上委託金 4,000,000 円を含む
■�メッセージ花火 606,000 円（8件）
■�運営費協賛金 2,815,000 円（74 社・団体）
■�町から運営費へ補助金 5,000,000 円
　※内1,000,000 円は花火打上へとふるさと納税された分です
■�有料観覧席売上 24,388,000 円
■�グラウンド出店 76店
　（スポンサー、下呂市、町商工会、富士川町商工会、南アルプス市商工会）
■�当日ボランティア 一般 28 名
■�清掃ボランティア 市川中学校ほか14団体
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写真で振り返る

神明の花火

多
く
の
人
を
魅
了
し
続
け
る

「
神
明
の
花
火
」
の
魅
力

①神明社への安全祈願から「神明の花火」は始まります ②③④打上現
場は多くの筒が設置され花火開始を待ちます。今年は雨の中、準備が
進められました ⑤今年は平日開催と順延の影響により、行きのシャト
ルバスに長い列は見られませんでした ⑥市川大門駅を降り会場へ、カ
メラにピース！ ⑦花火開始前、雨が降る中でも、会場へ向かう人の列
は途絶えません ⑧グラウンドには今年もさまざまなお店が出店しま
した ⑨⑩ロータリークラブでは、例年のゴミ袋の配布の他に、今年は
会場周辺にのぼり旗を掲げポリオ撲滅を訴えました ⑪雨が降り続き
会場の入りも遅く、到着した方は傘を差し花火開始を待ちました ⑫Ｕ
ＴＹの大西さん、今年も秀逸な進行ありがとうございました ⑬⑭花火
開始前には雨も止み、夕日と虹が開始前の夜空を飾りました ⑮カウン
トダウンと共にいよいよ花火開始 ⑯今年も圧巻のグランドフィナー
レでは夜空一面が花火で埋め尽くされました ⑰花火終了後、花火師さ
んへ光のエール ⑱翌朝の清掃活動には今年も多くの方に参加してい
ただきました⑲２０年間清掃活動に参加いただいている市川中学校へ
感謝状が贈呈されました

　
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
い

た
「
神
明
の
花
火
」。

　
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
神
明
の
花
火
の
魅
力

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
投
稿
さ
れ

た
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
神
明
の
花
火
の
魅
力
は
？

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

Ａ
・�

虹
色
な
ど
他
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
花
火

が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
台
風
に
負
け
ず
開
催
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
　
　
　
　（
埼
玉
県
・
ち
い
介
さ
ん
）

　
・�

マ
ル
ゴ
ー
さ
ん
齊
木
煙
火
本
店
さ
ん
の
花
火
を

た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
来
年
の
30
回
大
会

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
　（
東
京
都
・
倉
矢
さ
ん
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
よ
り

　
・�「
デ
カ
イ
！
近
い
！
綺
麗
！
」
の
三
拍
子
!!
も
う

完
璧
！

　
・�

会
場
で
見
る
神
明
の
花
火
大
会
は
、
日
本
一
!!

　
・�

期
待
以
上
の
色
彩
天
国
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
第
29
回
と
な
る
神
明
の
花
火
大
会

は
、
台
風
５
号
の
接
近
に
よ
る
大
雨
で

大
会
史
上
初
の
順
延
と
な
り
、
翌
８
月

８
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
世
界
に
届
け

「
神
明
花
火
」
～
平
和
へ
の
祈
り
～
』　

当
日
は
、
降
り
続
い
た
雨
も
開
始
前
に

は
止
み
、
夕
焼
け
と
虹
が
見
ら
れ
、
約

２
万
発
の
花
火
が
夜
空
一
面
に
煌
き
ま

し
た
。

　
順
延
は
し
た
も
の
の
、
今
年
も
大
き

な
事
故
も
な
く
、
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
神
明
の
花
火
大
会
は
、
準
備
か
ら
翌

日
早
朝
の
片
付
け
ま
で
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
関
係
者
一
同
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
第
30
回
記
念
大
会
と
な
る
来
年
も
盛

大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

第
29
回
市
川
三
郷
町
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

今月の表紙
　神明の花火大会フィナーレの一枚。広
報いちかわみさとは、モノクロで発行して
いますが、今年も圧巻のグランドフィナー
レの中で花火師さんの卓越した技術に
よる花火の鮮やかな色彩をお伝えするた
め、今回は特別にカラーで発行させてい
ただきました。
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で
き
て
い
ま
す
か
？

救
急
車
の
適
正
利
用
問峡南消防本部
☎ 055-272-1919 

軽症者の割合が３６％にも上ります。

　

峡
南
消
防
本
部
管
内
の
平
成
28
年
中

の
救
急
出
場
件
数
は
２
，
４
４
２
件
に

上
り
、
２
，
３
０
２
人
を
病
院
へ
搬
送

し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
重
点
的
に
実
施
し
た
救
急

車
の
適
正
利
用
の
啓
発
活
動
に
よ
り
出

場
件
数
は
、
過
去
最
多
で
あ
っ
た
平
成

27
年
よ
り
81
件
１
３
５
人
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
は
こ
こ
ま
で
過
去
最

多
で
あ
っ
た
平
成
27
年
に
迫
る
ペ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
29
年
８
月

現
在
）

　

ま
た
、
平
成
28
年
中
は
一
日
あ
た
り

６
・
６
９
件
の
救
急
出
場
が
あ
り
ま
し

た
。
一
見
少
な
く
感
じ
ま
す
が
、
峡
南

消
防
本
部
管
轄
エ
リ
ア
は
広
く
、
救
急

出
場
か
ら
帰
署
ま
で
の
時
間
が
他
の
消

防
本
部
に
比
べ
時
間
を
要
し
ま
す
。
さ

ら
に
管
内
医
療
機
関
の
状
況
か
ら
管
外

搬
送
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

１
件
あ
た
り
の
救
急
出
場
時
間
が
長

く
、
救
急
車
が
消
防
署
を
留
守
に
す
る

状
況
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

命を救うためのお願いです。
その電話、

本当に救急ですか？

　近年、単なる酒酔いや切り傷、捻挫程度のけが等、緊急性がない
のに救急車を要請するケースが増えており、救急搬送した傷病者のう
ち入院の必要がない

軽症
36.0%

中等症
47.0%
中等症
47.0%

重症
15.1%
重症
15.1%

死亡
1.9% ■

救
急
搬
送
程
度
別
割
合

　峡南消防本部では、救急出場要請を受けると管内の２つの消防署、
１つの分署、３つの分駐所に配置している救急隊のうち、要請先を管
轄するそれぞれの消防署から出場します。しかし、出場要請が重なっ
た場合には、遠いところから駆け付けることになり、現場に到着するま

で時間を要し、本当に緊急性のある傷病者への対応が遅れてしまい救

える命が救えなくなる恐れがあります。

　緊急性がなく自分で病院に行ける場合は自家用車やタクシーなど
救急車以外の交通機関などを利用して受診して下さい。町民の皆さ
まのご理解、ご協力をお願いいたします。傷病者の様子や事故状
況をみて緊急を要する場合には迷わず１１９番通報をして下さい。

　　　　　　救急車を適正に
利用するために

　限りある救急車や救急医療を安心して利用していただくために総務
省消防庁より、救急車利用マニュアル及び「全国版救急受診アプリＱ助」
が作成されました。ぜひご活用下さい。

「救急車利用マニュアル」

　上手に救急車を利用していただくため、作成した
救急車利用マニュアル「救急車を上手に使いましょ
う 〜救急車 必要なのはどんなとき？〜」
この中には、次のような情報が掲載されています。
救急車を呼ぶべきかどうか判断に困った場合など
に、活用して下さい。
・重大な病気やけがの症状（大人・こども）
　※緊急度が高いことが予測され、すぐに救急車を
　　呼んでほしい症状
・救急車を呼ぶ時の注意点
・救急車が来るまでに用意しておくと便利なもの
・救急車が来たときに伝えること

「全国版救急受診アプリ　　　　　」
　このアプリは住民の緊急度判定を支援し、利用できる医療機関や受診手段
の情報を提供する為に作成されました。
　急な病気やけがをしたときに該当する症状を画面上で選択していくと緊急
度に応じた必要な対応が表示されます。その後、医療機関検索（厚労省の医
療情報ネット）や受診手段の検索を行うことが出来るようになっています。
※ iOS8 以上の iPhone 端末
　 Android4.4 以上のスマートフォン・タブレット端末
※通信料はご利用者の負担となります

スマートフォン用アプリ 総務省消防庁「Q助」案内サイト
https://www.fdma.go.jp/neuter/topics/
filedList9_6/kyukyu_app.html

総務省消防庁
「峡南消防本部ホームページ」http://www.kyonan.jp/70shobo/

　こちらの峡南消防本部のホームページにも救急時のワンポイントアドバイスが掲載されています。
※救急車要請時の参考にして下さい
※傷病者の様子や事故状況をみて緊急を要する場合には迷わず１１９番通報をして下さい

消防庁ホームページからダウンロードできます
http://www.fdma.go.jp/html/life/kyuukyuusya_manual/
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●山梨行政区画地図

●日　記　�行事予定表、ふるさとの祭り・行事

●郷土編　�郷土自慢、山梨県の位置、主要山岳、主要河川、主要湖沼、
甲府盆地をとりまく山々、高さ（山）と深さ（湖沼）くらべ、
山梨県の歌、緑のふるさと（県民愛唱歌）

●統計編　�山梨県主要指標、統計でみる山梨のすがた

●名簿編　�各種議員等名簿

●生活編　�暮らしの相談窓口、警察署一覧、市町村所在地等一覧、在
県主要官庁等、山梨県内公立図書館、美術館、文学館、
博物館、スポーツ施設、諸届けはこうして、土砂災害警戒
情報システム

●全国主要都市地下鉄路線図

●特集記事　�「リニア見学センター」「大村  智 人材育成事業」「やまし
『水』ブランド」の紹介など（予定）

■
販
売
価
格
な
ど

【
価
格
】
５
０
０
円
（
送
付
希
望
の
場

合
、
送
料
は
購
入
者
の
ご
負
担
と
な

り
ま
す
）

※�

住
所
録
（
差
込
用
）
80
円
を
別
売

り
に
て
販
売
し
ま
す
。

※�

20
冊
よ
り
、名
入
れ
が
可
能（
実
費
）

で
す
。
裏
表
紙
へ
金
文
字
で
印
刷

い
た
し
ま
す
。

※�

代
金
は
手
帳
引
渡
し
時
に
お
支
払

い
下
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

電
話
に
て
町
企
画
課
ま
で
申
し
込

む
か
、
左
上
の
注
文
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
左
記
の
い
ず
れ
か
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

※
注
文
書
は
役
場
（
本
庁
及
び
支
所
）

　

窓
口
に
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
期
限
】
９
月
22
日
㈮

【
お
届
け
時
期
】
11
月
下
旬
（
予
定
）

山梨県の情報満載！
一冊あれば、山梨県の今がわかる！

【申し込み先】次のいずれかへお申し込み下さい。
本 庁 舎 企 画 課 企 画 係☎ 055-272-1103 / FAX055-272-2525
三 珠 支 所 庶 務 係☎ 055-240-4153 / FAX055-240-4154
六 郷 支 所 庶 務 係☎ 0556-32-2111 / FAX0556-32-2887
大 同 出 張 所☎ 055-272-1504 / FAX055-272-1569

手帳の内容

2018 年版
山梨県民手帳予約受付中
サイズ：82mm × 145mm
表　紙：ワインレッドのレザー調・スカイブルーのレザー調

写真は２０１７年版の物

切
り
取
り
線

切り取り線

注 文 書
注文冊数 名  入  れ 住  所  録

赤　　冊　/　青　　冊 冊　 冊　

名入れの場合の名称（　　　　　　　　　　　　　　）

申  

込  

者

名  前

住  所
〒

電  話 （　　　　）

※手帳の引渡し場所（いずれか一つを○で囲む）
本庁舎  ・  三珠庁舎  ・  六郷庁舎  ・  大同出張所

２０１８年版
山梨県民手帳
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男
女
共
同
参
画
の
推
進
が

防
災
・
復
興
の
基
盤
に

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

笠
井
辰
生

　

今
年
の
梅
雨
、
本
町
で
は
ほ
と
ん

ど
雨
が
降
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
九

州
北
部
で
は
記
録
的
な
大
雨
と
な
り

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
多
く

の
被
害
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
東
北
・
北
陸
に
も
大
雨
が
集

中
し
、
住
宅
浸
水
な
ど
の
被
害
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
入
る
と
台
風
５
号
が
列
島

を
縦
断
し
、
神
明
の
花
火
大
会
が
順

延
と
な
り
本
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

も
水
を
差
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
前
の

豪
雪
を
思
え
ば
、
今
や
い
つ
本
町
に

集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
起
き
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
熊
本
地
震
で
の
住
宅
・
建

造
物
の
倒
崩
壊
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

損
傷
、
そ
し
て
新
潟
県
糸
魚
川
市
の

大
規
模
火
災
の
苛
烈
な
被
害
状
況
も

記
憶
に
新
し
く
、
近
い
将
来
に
起
こ

る
と
さ
れ
る
東
海
地
震
へ
の
警
戒
を

怠
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
の
際
、
男
女
共

同
参
画
視
点
か
ら
次
の
よ
う
な
課
題

が
み
え
て
き
ま
す
。

①
避
難
や
応
急
対
応
、
復
旧
・
復
興

の
場
面
に
お
い
て
女
性
の
意
見
が
反

映
さ
れ
な
い

②
子
育
て
家
庭
や
女
性
に
必
要
な
物

資
、
支
援
が
十
分
に
提
供
さ
れ
な
い

③
女
性
や
子
ど
も
に
対
す
る
暴
力

（
精
神
的
な
も
の
含
め
）
の
発
生

④
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
（
家
事
・
育
児
、
介
護
等

の
負
担
の
女
性
へ
の
集
中
や
、
家
族

を
支
え
守
ら
ね
ば
と
の
責
任
感
ゆ
え

の
男
性
の
精
神
的
孤
立
な
ど
）

　

こ
れ
ら
は
、
国
の
指
針
に
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
平
常
時
か
ら
の
男
女
共

同
参
画
の
取
り
組
み
が
、
防
災
・
復

興
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
に
も
役
立

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
避
難
所
に
お
い

て
は
、
周
り
の
目
を
気
に
し
て
の
着

替
え
や
ト
イ
レ
の
不
安
、
衛
生
用
品

な
ど
の
不
足
や
、「
女
性
な
ん
だ
か

ら
」
と
食
事
の
支
度
や
清
掃
等
を
一

律
に
割
り
当
て
ら
れ
た
例
が
報
告
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

秋
田
の
豪
雨
で
は
、
あ
ら
か
じ
め

分
担
し
た
住
民
の
声
掛
け
で
家
を
離

れ
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
た
高
齢
者

の
避
難
を
促
し
、
人
的
被
害
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
罹
災
時
、
避
難
生
活
に

お
い
て
も
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
尊

厳
と
人
権
を
尊
重
し
て
、
災
害
か
ら

受
け
る
影
響
の
老
若
男
女
の
違
い
に

も
配
慮
し
、
安
全
を
守
る
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
で
き
る

の
か
、
総
合
防
災
訓
練
を
機
会
に
各

地
区
防
災
会
で
の
点
検
を
ぜ
ひ
推
進

し
て
下
さ
い
。

　

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
簡

単
な
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
が
あ
り

ま
す
。
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
災

害
対
応
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
が
、
ご
入
用

の
方
は
町
防
災
課
ま
で
お
問
合
せ
下

さ
い
。

□	

避
難
所
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

＊ 

女
性
、
子
ど
も
・
若
者
、
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
多
様
な
主
体
の
意
見
を

踏
ま
え
た
避
難
所
運
営
を
行
う
た
め

に
も
、
管
理
責
任
者
や
自
治
的
な
運

営
組
織
の
役
員
に
は
男
女
両
方
が
参

画
し
て
下
さ
い
！

□	

備
蓄
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
女
性
、

子
ど
も
に
必
要
な
備
蓄
品
目
の
例
）

＊ 

備
蓄
は
男
女
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
や

子
育
て
家
庭
等
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、
品
目
や

数
量
に
つ
い
て
の
検
討
に
は
男
女
両

方
が
参
画
し
て
下
さ
い
！

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

７月届出分
（敬称略）

お
く
や
み

お
め
で
た

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

ゆ

　め

ま
さ
ひ
と

い 

ち 

か

そ
う
す
け

こ 

う 

た

り
ょ
う
ま

誕
生
元
気
に
育
っ
て
ね

氏　

名

届
出
人

地　

域

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

結
婚
す
ば
ら
し
い

　
　
　
　

ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

ゆ

　め

ま
さ
ひ
と

い 

ち 

か

そ
う
す
け

こ 

う 

た

り
ょ
う
ま

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

ゆ

　め

ま
さ
ひ
と

い 

ち 

か

そ
う
す
け

こ 

う 

た

り
ょ
う
ま
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